


お客様へのお願い
Please kindly keep in mind the following:

N響では、今後のよりよい公演の実現に向けて、インターネットで
アンケートを行っています。ご鑑賞いただいた公演のご感想や、
N響の活動に対するみなさまのご意見を、ぜひお寄せください。
ご協力をお願いいたします。

インターネット
アンケートに
ご協力ください

こちらの2次元コードから
アンケートページへ
アクセスできます

「フラッシュ」オフ
設定確認のお願い
撮影前に、スマートフォンのフラッシュ設定が
「オフ」になっているかご確認をお願いいたします。

Set your device to 
“flash off mode.”
Make sure that your smartphone is on 
“flash off mode” before taking photos.

スマートフォンのフラッシュをオフにする方法｜多くの機種では、カメラ撮影の画面の四隅のどこかに、フラッシュの状態を示す　（カミナリマー
ク）を含むアイコンが表示されています。これをタップすることで、「オン（強制発光）」「自動（オート）」「オフ」に変更できます。

公演中は携帯電話、
時計のアラーム等は必ずお切りください
Be sure to set your phone to silent mode and turn o� 
your watch alarm etc. during the performance.

演奏中の入退場は
ご遠慮ください
Please refrain from entering or leaving your seat 
during the performance.

適切な手指の消毒、
咳エチケットにご協力ください 
Your proper hand disinfection 
and cough etiquette are highly appreciated.

場内での録画、録音、写真撮影は固くお断りいたします
 （終演時のカーテンコールをのぞく）
Video or audio recordings, and still photography at the 
auditorium are strictly prohibited during the performance. 
(Except at the time of the curtain calls at the end of the concert.)

補聴器が正しく装着されているか
ご確認ください 
Please make sure 
that your hearing aids are properly �tted.

「ブラボー」等のお声掛けをされる際は、
周囲の方へのご配慮にご協力をお願いいたします 
When shouting "Bravo,"
please be considerate of people around you.

私語、パンフレットをめくる音など、
物音が出ないようご配慮ください
Please refrain from making any noise, such as engaging 
in private conversations or turning booklet pages.

発熱等の体調不良時には
ご来場をお控えください
Please refrain from visiting the concert hall 
if you have a fever or feel unwell.

演奏は最後の余韻まで
お楽しみください
Please wait until the performance has completed 
before clapping hands or shouting “Bravo.”

終演時
カーテンコール
撮影OK

「フラッシュ」は
お断りします

スマートフォンやコンパクトデジタルカメラなどで撮影していただけます。
SNSでシェアする際には、ハッシュタグ「#N響」「#nhkso」の追加をぜひお願いいたします。
ほかのお客様の映り込みにはご注意ください。
※ 撮影はご自席からとし、手を高く上げる、望遠レンズや三脚を使用するなど、
　周囲のお客様の迷惑となるような行為はお控えください

終演時のカーテンコールを
撮影していただけます

You are free to take stage photos 
during the curtain calls 
at the end of the performance.
You can take photos with your smartphone or compact digital camera. 
When you share the photos on social media, please add #nhkso.
Be careful to avoid accidentally including any audience members in your photos.

自動
（オート） オフオン

（強制発光）

例

自動
（オート） オフオン

（強制発光）

例

自動（オート）
Auto
自動

（オート） オフオン
（強制発光）

例

オン（強制発光） 
On (Forced flash)

オフ 
Off

詳しくは54ページをご覧ください https://www.nhkso.or.jp/
enquete.html
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 青木 調
　飯塚歩夢
○ 宇根京子
 大鹿由希
○ 倉冨亮太
 後藤 康 
 小林玉紀
 髙井敏弘
 東條太河
 猶井悠樹
 中村弓子
 降旗貴雄
 松田拓之
○ 三又治彦
 宮川奈々
○ 山岸 努
○ 横溝耕一

第2ヴァイオリン

◎ 大宮臨太郎
◎ 森田昌弘
 木全利行
 齋藤麻衣子
○ 嶋田慶子
○ 白井 篤
○ 田中晶子
 坪井きらら
 丹羽洋輔
 平野一彦
 船木陽子
　俣野賢仁
  村尾隆人
 矢津将也
 山田慶一
○ 横島礼理 

　横山俊朗
　米田有花

  湯原佑衣

ヴィオラ

◎ 佐 木々 亮
◎ 村上淳一郎
☆ 中村翔太郎
 小野 聡
 小畠茂隆
  栗林衣李
□ 坂口弦太郎
 谷口真弓
 飛澤浩人
○ 中村洋乃理
 松井直之
 三国レイチェル由依
　♯ 御法川雄矢
○ 村松 龍

チェロ

◎ 辻本 玲
◎ 藤森亮一
　市 寛也
　小畠幸法
○ 中 実穂
○ 西山健一
　藤村俊介
  藤森洸一
 宮坂拡志
 村井 将
  矢部優典
○ 山内俊輔
 渡邊方子

コントラバス

◎ 𠮷田秀
○ 市川雅典
 稻川永示
○ 岡本 潤
 今野 京
○ 西山真二
 本間達朗 
 矢内陽子

フルート

◎ 甲斐雅之
◎ 神田寛明
 梶川真歩
　♯ 中村淳二

オーボエ

◎ 𠮷村結実
 池田昭子
 坪池泉美
 和久井 仁

クラリネット

◎ 伊藤 圭
◎ 松本健司
 山根孝司

ファゴット
 

◎ 宇賀神広宣
◎ 水谷上総
  大内秀介
 佐藤由起
 森田 格

ホルン

◎ 今井仁志
 石山直城
 勝俣 泰
 木川博史
 庄司雄大
 野見山和子 

トランペット

◎ 菊本和昭
◎長谷川智之
　安藤友樹
  藤井虹太郎
　山本英司

トロンボーン

◎ 古賀 光
◎ 新田幹男
　 池上 亘
 黒金寛行
 𠮷川武典

テューバ
 

 池田幸広

ティンパニ

◎ 植松 透
◎ 久保昌一

打楽器
 

 石川達也
 黒田英実
 竹島悟史

ハープ
 

 早川りさこ

ステージ・マネージャー
 

 徳永匡哉
　黒川大亮

ライブラリアン
 

 沖 あかね
 木村英代

第1ヴァイオリン

NHK交響楽団

首席指揮者：ファビオ・ルイージ
名誉音楽監督：シャルル・デュトワ
桂冠名誉指揮者：ヘルベルト・ブロムシュテット
桂冠指揮者：ウラディーミル・アシュケナージ
名誉指揮者：パーヴォ・ヤルヴィ
正指揮者： 尾高忠明、下野竜也

特別コンサートマスター：篠崎史紀
第1コンサートマスター：郷古 廉
ゲスト・コンサートマスター：川崎洋介

（五十音順、  ◎首席、  ☆首席代行、  ○次席、  □次席代行、  ♯インスペクター、  契約）
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https://www.nhkso.or.jp/
about/member/index.html

こちらの2次元コードから
楽員の詳しいプロフィールが
ご覧いただけます。
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302951891_BMW様 _1
【GKL_MG_N響 __20241024_rtp.ol.ai】
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302890906_ 広告 _ANA様 _9月号 _1
【ANA＿フィルハーモニー入稿 .ai】 2024.11.09（00:52:42）
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302890906_ 株式会社ヤマハミュージックジャパン様 _1

【240708_Hifi70th_ad_148x210_ol.ai】 2024.11.09（00:53:38）



文化芸術･集客エンタメを SDGsの
18番目の目標に

SDGsの17項目には、文化や芸術、エンタテインメントに関する目標が語られていません。
ぴあでは、世界の多様な文化の共存･共生こそが、サステナビリティの根源にあるはず
だと考え、その18番目の目標として､文化芸術､エンタテインメント､スポーツの必要性
を掲げ、心豊かな暮らしと社会のために、あらゆる人々の文化的活動を支援することを
提言します。これらは、私たちにとって“なくてはならないもの”であり、同時に、人々
の相互理解やコミュニケーションを深め、差別のない社会を作り、世界平和に向けた
共感への近道になると考えています。この活動への、皆様からご支援をお願いいたします。

この活動を広めるために作成した
ロゴマークです

302890906_ ぴあ様 _1
【pia_N響 .ai】

2024.11.09（00:54:22）
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こちらの2次元コードから
アンケートページへアクセスできます

https://www.nhkso.or.jp/
enquete.html

N響では、今後のよりよい公演の実現に向けて、インターネットでアン
ケートを行っています。みなさまの貴重なご意見を参考にさせていただ
きたく、ぜひお声をお寄せください。ご協力お願いいたします。

インターネットアンケートにご協力ください

詳しくは54ページをご覧ください

指揮 ファビオ・ルイージ
ソプラノ クリスティアーネ・カルク*
コンサートマスター 郷古 廉

PROGRAM

第2025回
NHKホール
 11/30□土  6:00pm

 12/1□日 2:00pm

 シェーンベルク生誕150年

ワーグナー
楽劇「トリスタンとイゾルデ」
─「前奏曲と愛の死」［17′］
  

R. シュトラウス
「ばらの花輪」作品36-1*［3′］

  

R. シュトラウス
「なつかしいおもかげ」作品48-1*［4′］

  

R. シュトラウス
「森の喜び」作品49-1*［4′］

  

R. シュトラウス
「心安らかに」作品39-4*［5′］

  

R. シュトラウス
「あすの朝」作品27-4*［4′］

─休憩（20分）─
   

シェーンベルク
交響詩「ペレアスとメリザンド」作品5
［46′］  

※演奏時間は目安です。

A
令和6年度（第79回）文化庁芸術祭連携公演
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　1959年、イタリア・ジェノヴァ出身。デンマーク国立交響楽団首席指
揮者、ダラス交響楽団音楽監督を務める。N響とは2001年に初共演
し、2022年9月首席指揮者に就任。就任記念公演でヴェルディ《レクイ
エム》を、2023年12月のN響第2000回定期公演ではマーラー《一千人
の交響曲》を指揮し、この2つの記念碑的公演で共に大きな成功を収め
た。またベートーヴェン、ブラームス、ブルックナー、R. シュトラウスなどのド

イツ・オーストリアの作品や、フランクやサン・サーンスといったフランス語圏の作品に取り組み、その
歌心と情熱に溢

あふ

れた指揮は、多くの聴衆の心を摑
つか

んでいる。2024年8月にはN響台湾ツアーを率
い、2025年5月には「マーラー・フェスティバル」（アムステルダム・コンセルトヘボウ）への招待に合わせて
行われるヨーロッパツアーで指揮を務める。
　これまでにチューリヒ歌劇場音楽総監督、メトロポリタン歌劇場首席指揮者、ウィーン交響楽団
首席指揮者、ドレスデン国立歌劇場管弦楽団および同歌劇場音楽総監督、MDR（中部ドイツ放送）
交響楽団芸術監督、スイス・ロマンド管弦楽団音楽監督、ウィーン・トーンキュンストラー管弦楽団首
席指揮者などを歴任。このほか、イタリアのマルティナ・フランカで行われるヴァッレ・ディートリア音楽
祭音楽監督も務めている。また、フィラデルフィア管弦楽団、クリーヴランド管弦楽団、ミュンヘン・
フィルハーモニー管弦楽団、ミラノ・スカラ座フィルハーモニー管弦楽団、ロンドン交響楽団、ロイヤ
ル・コンセルトヘボウ管弦楽団、サイトウ・キネン・オーケストラに定期的に客演し、世界の主要オペラ
ハウスにも登場している。録音には、ヴェルディ、ベッリーニ、シューマン、ベルリオーズ、ラフマニノフ、
リムスキー・コルサコフ、マルタン、そしてオーストリア人作曲家フランツ・シュミットなどがある。また、ド
レスデン国立歌劇場管弦楽団とは数々のR. シュトラウスの交響詩を収録しているほか、ブルックナー
《交響曲第9番》の解釈は高く評価されている。メトロポリタン歌劇場とのワーグナー《ジークフリート》
《神々のたそがれ》のレコーディングではグラミー賞を受賞した。

　クリスティアーネ・カルクはドイツのバイエルン州フォイヒトヴァンゲン生ま
れ。ザルツブルク・モーツァルテウム大学でハイナー・ホプフナーとウォル
フガング・ホルツマイアーの元で学ぶ。在学中の2006年にはザルツブル
ク音楽祭にデビュー。現在までにロイヤル・オペラ、パリ・オペラ座、シカ
ゴ・リリック・オペラ、メトロポリタン歌劇場、ミラノ・スカラ座、ウィーン国立
歌劇場など世界の名だたる歌劇場に出演し、特にモーツァルト作品では

高い評価を得てきた。今年の2月にはベルリン国立歌劇場でのドヴォルザーク《ルサルカ》タイトル
ロールを初めて演じ、大きな評判となった。
　歌曲のジャンルでの活躍も目覚ましく、ロンドンのウィグモア・ホールには定期的に登場するほか、
ウィーン楽友協会大ホール、ザルツブルク音楽祭、シュヴァルツェンベルクでのシューベルティアー
デ音楽祭などに出演。今回N響と共演するR. シュトラウスは、2014年にCDをリリースしており得

Artist Pro�les

ファビオ・ルイージ（指揮）

クリスティアーネ・カルク（ソプラノ）

©
Yusuke M

iyazaki (SE
P

T
)

©
G

isela Schenker
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Program Notes│岡田暁生

　後期ロマン派の爛
らんじゆく

熟プロセスを辿
たど

るプログラム。ワーグナーの《トリスタンとイゾルデ》
は、半音階と管弦楽法による深層心理表現とエロスの解放の点で、20世紀音楽の偉大
な起点であった。それはR. シュトラウスに継がれ、やがてシェーンベルクの無調に至る。
《ペレアスとメリザンド》はシェーンベルクがぎりぎりで調性に踏みとどまっていた最後の
作品のひとつ。その意味で後期ロマン派音楽の終点である。

　チューリヒで亡命生活を送りながら《指環》に専念していたリヒャルト・ワーグナー（1813～

1883）は、行き詰まりをかんじて《ジークフリート》を2幕途中で中断、気晴らしとして「小さ
な」「イタリア・オペラ」を構想した。これがのちに《トリスタンとイゾルデ》となる。ワーグナー
がルートヴィヒ2世の召喚に応じてミュンヘンへ赴くのは1864年5月。《トリスタン》はハン
ス・フォン・ビューローにより翌1865年6月に初演。このときすでにワーグナーはビューロー
の妻コジマと深い仲になっていた。あまりに有名な前奏曲冒頭の「トリスタン和音」は、こ
の世では永久に安息を見出せない男女の音楽的比喩である。後期ロマン派音楽ばかり
か象徴主義やユーゲントシュティールなど、世紀末芸術のすべてはここから生まれてきた。
なおミュンヘンにおける初演には、名ホルン奏者だったリヒャルト・シュトラウスの父フラ
ンツが参加しており、リヒャルトはちょうど1歳になるところであった。

楽劇「トリスタンとイゾルデ」─「前奏曲と愛の死」
ワーグナー

作曲年代 1857～1859年
初演 ［前奏曲初演］1860年１月25日、パリ、イタリア座
  ［全曲初演］1865年6月10日、ミュンヘン宮廷歌劇場
楽器編成 フルート3（ピッコロ1）、オーボエ2、イングリッシュ・ホルン1、クラリネット2、バス・クラリネット1、ファゴッ

ト3、ホルン4、トランペット3、トロンボーン3、テューバ1、ティンパニ1、ハープ、弦楽

意のプログラム。リリックな響きと豊かな表現力でR. シュトラウス独特の歌曲の世界を描き出す。

［室田尚子／音楽評論家］
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　本来リートは家庭音楽であった。アマチュアが家で歌って楽しむのである。しかし世
紀転換期になると、コンサートホールで披露するための管弦楽伴奏のリートが人気とな
る。マーラーもレーガーもプフィッツナーもこのジャンルを多く作曲した。しかし意外にもリ
ヒャルト・シュトラウス（1864～1949）に、最初からオーケストラ伴奏で構想された作品は
多くない。シュトラウスは「内輪で歌って楽しむ」というリート伝統に忠実であり、《4つの
最後の歌》を除くと、シュトラウスのオーケストラ歌曲のほとんどはピアノ伴奏リートをのち
に編曲したものである。またそのやり方は、オーケストラで華 し々く飾りたてるというより、
原曲の綾

あや

をより繊細に描くためにオーケストラを使うという方向だ。
　19世紀において「詩を読む」ことは、市民必須の教養のひとつであった。シュトラウス
も夕食後は必ずゲーテなどの詩集をひもといていた。こうした常識的な家庭人としての
シュトラウスの一面は、詩の選択にもあらわれている。クロプシュトゥック（《ばらの花輪》）
はいわば当時の学校教科書的な古典詩人であり、その作品を題材にとるあたりにギム
ナジウムの優等生としてのシュトラウスの顔がのぞく。だが彼は同時代潮流への目配りも
怠らない。ビアバウム（《なつかしいおもかげ》）やデーメル（《森の喜び》《心安らかに》）やマッケ
イ（《あすの朝》）は、いずれも世紀転換期の詩人たちである。ビアバウムはユーゲントシュ
ティール系の雑誌で風刺的な詩を発表し、キャバレー詩人たちと懇意だった。デーメル
はシェーンベルク《清められた夜》にインスピレーションを与えたことでも知られ、あられ
もない官能と背徳で絶大な人気を博していた。レーガーやシマノフスキもデーメルの詩
に歌曲を残している。マッケイはスコットランド生まれの無政府主義者で、シェーンベルク
も作品6の歌曲で彼の詩をとりあげた。いずれも世紀末的な反市民道徳が売りの詩人
である。ただし面白いことに、シュトラウスがリートのために選ぶ詩は、長年連れ添った
夫婦ないし恋が芽生え始めた男女の心情を歌う穏やかな内容が多い。本日のプログラ
ムで選ばれた歌曲も例外ではない。
　シュトラウスの妻パウリーネはもともと大歌手で、彼のリートの原曲のほとんどは、歌
い手としてパウリーネを想定していたと思われる（《あすの朝》は結婚記念に彼女に贈られた）。
夫のピアノで家庭で歌うこともあっただろうし、コンサートでの共演でもとりあげられたは
ずだ。パウリーネは結婚してしばらくは夫と頻繁にリサイタルをしていたのである。そして
管弦楽編曲についていえば、《ばらの花輪》と《あすの朝》はパウリーネも同行した1897

年のブリュッセル／パリへの演奏ツアーのためのものである。他方《なつかしいおもか

「ばらの花輪」作品36-1、「なつかしいおもかげ」作品48-1、
「森の喜び」作品49-1、「心安らかに」作品39-4、
「あすの朝」作品27-4

R. シュトラウス
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　アルノルト・シェーンベルク（1874～1951）が正規の作曲レッスンを受け始めたのは20

歳を超えてから。24歳で素晴らしい完成度の歌曲、作品1を作曲。ワーグナーの半音
階とブラームスの室内楽を統合したような弦楽六重奏《清められた夜》（作品4）を作曲し
たのが25歳のとき。そして27歳で巨大規模の《交響詩「ペレアスとメリザンド」》（作品5）
の作曲を開始。晩学の遅れを一気に取り戻すかのように、彼はすさまじい勢いで作品
構想を拡張させていった。《ペレアス》は若きシェーンベルクの尋常ならざる膨張意志の
偉大な記念碑である。
　1893年に初演されたメーテルリンクの戯曲『ペレアスとメリザンド』を、オペラ化しては
どうかと作曲者に示唆したのは、リヒャルト・シュトラウスである。結局《ペレアス》は上演
時間50分近く、管弦楽も当時としては空前の規模の交響詩として完成されたが、ここで
シェーンベルクは、ブラームスの精緻な動機変奏とワーグナーの半音階とマーラーの長
大さとR. シュトラウスの管弦楽法の華麗さとを、弁証法的に統合しようとした。初演を
打診されたツェムリンスキーは、作品を高く評価しつつ、あまりの複雑さに依頼を断った
という。作曲者自身が指揮した初演は大スキャンダルになり、シェーンベルクを狂人呼ば
わりする新聞評すらあったという。

交響詩「ペレアスとメリザンド」作品5
シェーンベルク

げ》と《森の喜び》の編曲目的ははっきりしていない。1918年といえば第1次世界大戦
が終わった年であり、シュトラウスはイギリスの銀行に預けていた貯金を大戦中に没収
されてしまったから、なんらかの経済目的があったのかもしれない。《心安らかに》は
大指揮者クレメンス・クラウスの妻であり、シュトラウス・オペラのヒロインとして比類がな
かった名ソプラノ、ヴィオリカ・ウルズレアクのために編曲されている。

作曲年代 ［ばらの花輪］1897年作曲・編曲　［なつかしいおもかげ］1900年作曲、1918年編曲　［森の喜び］1901

年作曲、1918年編曲　［心安らかに］1898年作曲、1933年編曲　［あすの朝］1894年作曲、1897

年編曲
初演 ［ばらの花輪］編曲版初演 1897年11月　［なつかしいおもかげ］不明　［森の喜び］不明　［心安らかに］編

曲版初演 1933年　［あすの朝］編曲版初演 1897年11月
楽器編成 ［ばらの花輪］フルート2、ピッコロ1、オーボエ2、クラリネット2、バス・クラリネット1、ファゴット2、ホル

ン2、弦楽、ソプラノ独唱　［なつかしいおもかげ］フルート2、ファゴット2、ホルン4、トランペット2、トロン
ボーン2、弦楽、ソプラノ独唱　［森の喜び］フルート2、クラリネット2、バス・クラリネット1、ファゴット2、
ホルン2、ハープ、ハルモニウム、弦楽、ソプラノ独唱　［心安らかに］フルート2、オーボエ2、イング
リッシュ・ホルン1、クラリネット2、バス・クラリネット1、ファゴット2、コントラファゴット1、ホルン4、トラ
ンペット2、トロンボーン3、テューバ1、ティンパニ1、ハープ、ハルモニウム、弦楽、ソプラノ独唱

  　　　　　　　　［あすの朝］ホルン3、ハープ、弦楽、ソプラノ独唱
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　この作品はリスト／シュトラウスの交響詩をモデルとする、ソナタ形式と4楽章ソナタを
合体させた形式となっている。また当初オペラ化を予定していただけあって、かなり具
体的なプログラムがあったと思われる。アルバン・ベルクは本作品の標題について詳細
な解題を残しており、それによると序奏はゴローとメリザンドの出会い。第1ヴァイオリン
の陶酔的な第1主題が2人の結婚。不吉な運命を予告するような経過部のあとの潑

はつ

剌
らつ

としたトランペット・ソロは、ペレアスをあらわす第2主題。メリザンドとの間に愛が目覚め
る。総休止のあとのおどけたフルートのワルツとともに、曲は展開部＝スケルツォ楽章に
入る。泉のほとり、塔、洞窟で2人の恋人は戯れるが、しばしば不吉なゴローの不協和
音で断ち切られる。ハープのグリッサンドから総休止のあと、弦楽器のコラール風の楽
想でアダージョ楽章が始まる。恋人の情熱的な抱擁を示唆するように音楽は高揚してい
くが、突然大太鼓が連打され、不吉な不協和音となってペレアスの死が描かれる。や
がて第1主題が戻ってきて、メリザンドの死を描くフルートの弱音の下降モティーフ（ハープ
伴奏）をはさみつつ、さまざまな既出の楽想が再現部として回想される。
　この作品ですでにシェーンベルクは、とりわけ不吉な運命を連想させる箇所において、
ほとんど無調に近づいている。調性に回収できないこうした響きにおいて重要な役割を
果たすのが対位法だ。何気ない伴奏声部までびっしり対旋律として彫り込む執念は、ほ
とんど常軌を逸しているとすらいえる。巨大オーケストラのすべてのパートが動機なのだ。
だから聴き手には尋常ならざる集中力が要求される。ただ快適に耳を傾けることが許
されない。初演スキャンダルの一因は、この過剰なまでの聴き手への芸術的要求だっ
たのかもしれない。

作曲年代 1902～1903年
初演 1905年1月25日、ウィーン楽友協会
楽器編成 フルート3（ピッコロ1）、ピッコロ1、オーボエ3（イングリッシュ・ホルン1）、イングリッシュ・ホルン1、クラリネッ

ト3（バス・クラリネット1）、Esクラリネット1、バス・クラリネット1、ファゴット3、コントラファゴット1、ホル
ン8、トランペット4、トロンボーン5、テューバ1、ティンパニ2、トライアングル、シンバル、サスペンデッ
ド・シンバル、大太鼓、中太鼓、タムタム、グロッケンシュピール、ハープ2、弦楽
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Nicht im Schlafe hab’ ich das geträumt,
Hell am Tage sah ich’s schön vor mir:
Eine Wiese voller Margeritten;
Tief ein weißes Haus in grünen Büschen;
Götterbilder leuchten aus dem Laube.
Und ich geh’ mit Einer, die mich lieb hat,
Ruhigen Gemütes in die Kühle
Dieses weißen Hauses, in den Frieden,
Der voll Schönheit wartet, daß wir 

kommen.

眠りの中でその夢を見たのではない
輝く昼の光の中で眼前に美しいそれを見たのだ
マーガレット咲き乱れる草原
緑の茂みの奥の白い家
木 の々葉の間から神 の々姿が輝き
そして私は私を愛してくれる人とともに歩む
穏やかな気持ちで涼やかな空気の中へ
この白い家の涼やかな空気、平和の中へ
そこには美が満ち、私たちを待っている

R. シュトラウス 
「なつかしいおもかげ」作品48-1 歌詞対訳

Freundliche Vision Op. 48-1 (A Welcome Vision)

詩◎オットー・ユーリウス・ビアバウム｜Text: Otto Julius Bierbaum
訳◎岡田暁生｜Translation: Akeo Okada

Im Frühlingsschatten fand ich sie
Da band ich sie mit Rosenbändern:
Sie fühlt' es nicht und schlummerte.

Ich sah sie an; mein Leben hing
Mit diesem Blick an ihrem Leben:
Ich fühlt' es wohl und wußt' es nicht.

Doch lispelt' ich ihr sprachlos zu
Und rauschte mit den Rosenbändern.
Da wachte sie vom Schlummer auf.

Sie sah mich an; ihr Leben hing
Mit diesem Blick an meinem Leben
Und um uns ward Elysium.

春の木陰にぼくは彼女を見つけ
そこに彼女をばらの花輪で結んだ
彼女は気づかず、まどろんでいた

ぼくは彼女を見つめた。ぼくの人生は
この眼差しによって彼女の人生と結ばれた
ぼくはそのことを感じたが、まだわかってはいなかった

だけどぼくが口ごもりながらささやきかけ
ばらの花輪を揺すると
彼女はまどろみから覚めた

彼女はぼくを見つめ、彼女の人生は
その眼差しによってぼくの人生と結ばれた
そしてぼくたちのまわりは天国になった

R. シュトラウス 
「ばらの花輪」作品36-1 歌詞対訳

Das Rosenband Op. 36-1 (The Rose Chain)

詩◎フリードリヒ・ゴットリープ・クロプシュトゥック｜Text: Friedrich Gottlieb Klopstock
訳◎岡田暁生｜Translation: Akeo Okada
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ミーハの先妻の子だと判明する。こうして、恋人たちはめでたく結ばれる。この明るくユー
モラスな物語の中には、当時の農村生活や風俗が色濃く反映されている。
　スメタナは「安易な民謡の引用」を嫌ったことで知られ、このオペラにおいても音楽の
フォークロア的要素の使用は最小限にとどめている。それでいて、全体的に軽快で快活
なリズムと旋律がボヘミアの地方色をはっきり伝えているように感じられる点が、「国民オ
ペラ」たる所以であろう。
　〈序曲〉はオペラ全体の中でも特に有名な部分であり、その軽やかでエネルギッシュな
リズムが特徴である。独立した演奏会用作品としても人気が高く、しばしば取り上げられ
る。冒頭の生き生きとした主題が活気に満ちた雰囲気を作り出し、2分の2拍子の急速
なテンポで進んでいく。弦楽器の対位法的な扱いが随所に見られ、緻密なアンサンブ
ルが求められるのも特徴的である。

作曲年代 1863年から1866年。その後改訂が施され、1870年9月に決定稿が完成
初演 1866年5月30日、プラハのチェコ仮劇場にて、作曲者自身の指揮による。決定稿による上演

は、1870年9月25日、同劇場にて
楽器編成 フルート2、ピッコロ1、オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン4、トランペット2、トロンボーン3、

ティンパニ1、弦楽

　1909年、セルゲイ・ラフマニノフ（1873～1943）は初めてのアメリカ演奏旅行に向けてこ
の協奏曲を作曲し、同年11月にニューヨークで自らピアノを演奏して初演を行い、見事
な成功を収めた。この作品は名ピアニスト、ヨーゼフ・ホフマンに献呈されている。ロシア
の聖歌を思わせる主題が全楽章を統一的に結びつける一方、華麗なピアノ技法が展開
されている点で、《第2番》との共通点が見られるが、構成の洗練度は《第3番》でさらに
高まっている。斬新なモダニズム音楽が注目を集め始めた時代に、ロシア音楽の伝統的
な層の中からモティーフを掘り起こし、それを華麗なピアニズムと結びつけることで自分
の道を貫いたラフマニノフの傑作である。
　第1楽章　アレグロ・マ・ノン・タント、自由なソナタ形式。控えめな動きで狭い音程間
を行き来する第1主題に関して、古い聖歌の旋律との類似性が指摘されている。それに
対して、作曲者自身は民謡や聖歌からの借用ではなく、ただ「歌い手が歌うように旋律
を歌わせたかった」と述べている。ラフマニノフが子供のころから親しみ、体に染み込ん
でいた聖歌のイントネーションが無意識に引き出されたのだろうか。夢見心地のような
歌謡的な第2主題も、対旋律と絡み合いながら、ロシア民謡を連想させる壮大な景色を
描く。

ピアノ協奏曲 第3番 ニ短調 作品30
ラフマニノフ
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　原曲はロシアの作曲家モデスト・ムソルグスキー（1839～1881）が友人の建築家・デザイ
ナーであるガルトマンの遺作展の印象をもとにピアノ独奏曲として作曲したもの。〈プロム
ナード〉と10曲からなる。〈プロムナード〉は展覧会を歩くムソルグスキー自身を表し、冒
頭のほか、第1、第2、第4曲のあとに奏される（なお、ラヴェル版では削除されているが、原曲
では第6曲のあとにも挿入される）。五音音階の旋律と不規則な拍子や不安定な調性をもち、
ロシア民謡を思い起こさせる。
　第1曲〈ノーム〉は、地の精の奇妙な姿と陰鬱な感情を描き、第2曲〈古い城〉では中
世の吟遊詩人の淡 と々した歌が流れる。第3曲〈チュイルリーの庭〉は、パリのチュイル
リー庭園で子供たちが騒ぐ場面を伝える。
　第4曲〈ブィドロ〉のタイトルはポーランド語で家畜の牛を意味し、この曲も牛車の重々
しい動きを表していると考えられるが、比喩的に「虐げられた人々」を描いているという
説もある。第5曲〈卵のからをつけたひなの踊り〉はバレエの衣装デザインを基にした曲
で、子供たちが卵の殻をつけた衣装を着て駆け回る様子が描写される。第6曲〈サミュ
エル・ゴールデンベルクとシュミイレ〉は、金持ちと貧者という対照的なユダヤ人の2枚の
絵に基づいており、木管と弦の低音がゴールデンベルクを、トランペットのせわしない音
型がシュミイレを表すとされる。
　第7曲〈リモージュの市場〉は、フランスの市場の女性達のおしゃべりを音楽化したも
の。第8曲〈カタコンブ〉は、ガルトマンがカタコンブ（地下墓地）を訪れる場面を和音の連

　第2楽章〈間奏曲〉　アダージョ、3部形式（変奏曲）。優美でメランコリックな主題がさ
まざまに変奏されていく。中間部では軽快なリズムとなり、ワルツが優しく奏でられるが、
ここで第1楽章の第1主題を連想させる楽想が見え隠れする。
　第3楽章〈終曲〉　アラ・ブレーヴェ、自由なソナタ形式。第2楽章の終盤の勢いのま
ま、切れ目なく始まる。第1主題はロシア正教の復活祭の賛歌を思わせる華やかさをも
ち、そのエネルギーに突き動かされるかのように音楽が疾走する。展開部では第1楽章
第2主題を基にした楽想が現れ、きらびやかなピアノの高音域、鋭いリズムで高揚感を
強め、さらに再現部から終曲部分にかけての絢

けん

爛
らん

豪華な音の洪水が聴く者を圧倒する。

組曲「展覧会の絵」
ムソルグスキー（ラヴェル編）

作曲年代 1909年
初演 1909年11月28日、ラフマニノフ自身のピアノ、ウォルター・ダムロッシュ指揮、ニューヨーク交響楽団、

ニューヨークのカーネギー・ホールにて
楽器編成 フルート2、オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン4、トランペット2、トロンボーン3、テューバ1、

ティンパニ1、大太鼓、シンバル、小太鼓、弦楽、ピアノ・ソロ
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作曲年代 原曲は1874年、編曲は1922年
初演 1922年10月19日、セルゲイ・クーセヴィツキー指揮、パリ・オペラ座にて
楽器編成 フルート3（ピッコロ2）、オーボエ3（イングリッシュ・ホルン1）、クラリネット2、バス・クラリネット1、アルト・サ

クソフォーン1、ファゴット2、コントラファゴット1、ホルン4、トランペット3、トロンボーン3、テューバ1、
ユーフォニアム1、ティンパニ1、グロッケンシュピール、鐘、シロフォン、トライアングル、ラチェット、ム
チ、小太鼓、大太鼓、シンバル、サスペンデッド・シンバル、タムタム、ハープ2、チェレスタ1、弦楽

続で表す。後半は「死者の言葉による死者との対話」と名付けられ、ガルトマンの魂がム
ソルグスキーに呼び掛け、頭蓋骨が光を放ち始めるという。第9曲〈バーバ・ヤガーの小
屋〉は、スラブの昔話に登場する「バーバ・ヤガー」の小屋を模した時計のスケッチを基
にする。箒

ほうき

に乗って飛び回り、子供たちを追い回すバーバ・ヤガーの姿が見えるような曲
である。
　終曲の第10曲〈キエフの大きな門〉は、キエフの門の再建計画のデザイン案に基づく。
絵には古代ロシアの教会が描かれ、それに呼応するように曲の中でロシア聖歌の旋律
や教会の鐘が鳴る。最後は〈プロムナード〉の旋律が鐘の音の中に溶け込みながら響き
渡り、まるでムソルグスキー自身が絵の中に入り込んだかのようである。
　この組曲はスラブの神話やキリスト教、フランス、ユダヤ世界など、ロシア文化の多面
性を伝えるテーマに彩られている。作曲家の死後しばらく忘れられていたが、1922年、
クーセヴィツキーの委嘱によりモーリス・ラヴェル（1875～1937）がオーケストレーションを
施し、その結果、土着的で素朴な響きを持つ原曲に、色鮮やかで華やかな響きが加わ
り、世界的な人気を獲得するに至った。
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プロムナード
プロムナードとは、遊歩道・散歩、といった意味。クラシックでは、野外で
行われる開放的な演奏会や、ポピュラーな曲目を集めた演奏会、リラッ
クスした雰囲気の演奏会などを指して「プロムナード・コンサート」とよく言
われる。《展覧会の絵》の〈プロムナード〉は本来の言葉通りの意味で、
絵を見ながらそぞろ歩く様子が描かれる。

Introduction to Classical Music

はじめてのクラシック

「独創的で、斬新さとエネルギーにあふれている」と評されたロシアの作曲家。ほとんど独
学で作曲をし、ロシア五人組に名を連ねるも、生前は成功から遠く、生活が安定することな
く42歳で亡くなった。独特な雰囲気を持つその作品は後代にも多くの影響を与え、オーケ
ストレーションの妙手であるラヴェルは、ピアノのための作品《展覧会の絵》を華やかな管
弦楽作品にアレンジした。現在ではムソルグスキーの代表作として聴衆を魅了している。

友人の絵画を見てまわるムソルグスキー
あれ？ ガルトマンの自画像も！
イラストレーション：©IKE

B
2024
DECEMBER
［第2026回］

ロシア五人組のひとり

モデスト・ムソルグスキー
Modest Mussorgsky (1839–1881)
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こちらの2次元コードから
アンケートページへアクセスできます

https://www.nhkso.or.jp/
enquete.html

N響では、今後のよりよい公演の実現に向けて、インターネットでアン
ケートを行っています。みなさまの貴重なご意見を参考にさせていただ
きたく、ぜひお声をお寄せください。ご協力お願いいたします。

インターネットアンケートにご協力ください

詳しくは54ページをご覧ください

指揮 ファビオ・ルイージ│プロフィールはp. 9　
テノール クリストファー・ヴェントリス*※
男声合唱 東京オペラシンガーズ*（合唱指揮：西口彰浩）
コンサートマスター 川崎洋介

PROGRAM

C
第2027回
NHKホール
 12/13□金  7:00pm

 12/14□土  2:00pm

リスト
交響詩「タッソー」［19′］
    
─休憩（20分）─
   

リスト
ファウスト交響曲*［65′］
 Ⅰ ファウスト
 Ⅱ  グレートヒェン
 Ⅲ  メフィストフェレス

※ 演奏時間は目安です。

※当初発表の出演者から変更となりました。
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　イギリス出身のテノール。最高峰のワーグナー歌手として知られ、特
に当たり役の《ワルキューレ》ジークムント、《パルシファル》タイトルロール
で、バイロイト祝祭劇場、ウィーン国立歌劇場をはじめ、世界の主要歌劇
場への出演を重ねる。直近では今年10月、ファビオ・ルイージが音楽監
督を務めるダラス交響楽団で、ルイージ自身のタクトにより行われた《ニー
ベルングの指環》全曲上演のジークムント役を歌った。ほかにもブリテン

《ピーター・グライムズ》タイトルロール、ベルク《ヴォツェック》鼓手長、ワイル《マハゴニー市の興
亡》ジミー・マホーニー、ヤナーチェク《イェヌーファ》ラツァなどで成功を収めている。またミラノ・スカラ
座、英国ロイヤル・オペラ、チューリヒ歌劇場、ベルリン国立歌劇場、ベルリン・ドイツ・オペラ、バイ
エルン国立歌劇場、パリ国立オペラ、メトロポリタン歌劇場などの舞台に立ち、ハイティンク、ヤノフ
スキ、ビシュコフ、ラトル、ルイージ、ティーレマン、ウェルザー・メスト、ネゼ・セガン、ネルソンスらの指
揮者と共演してきた。N響とは今回が初共演。

Artist Pro�les

クリストファー・ヴェントリス（テノール）

　1992年、「世界的水準のコーラスを」という故小澤征爾氏の要請を受けて、東京を中心に活動
する中堅、若手声楽家によって結成。同年から「サイトウ・キネン・フェスティバル松本」（現セイジ・オザ
ワ松本フェスティバル）、2004年から「東京・春・音楽祭」に継続的に出演してきた。また、ウィーン・フィ
ルハーモニー管弦楽団（サイモン・ラトル、小澤征爾指揮）、シカゴ交響楽団（リッカルド・ムーティ指揮）、バイ
エルン国立歌劇場（ウォルフガング・サヴァリッシュ指揮）など、海外オーケストラ、歌劇場の来日公演でも
共演。海外での評価も高く、エディンバラ音楽祭（1999年）、上海国際芸術祭（2018年）、上海交響
楽団演奏会（2019年）、北京国際芸術祭「相約北京」（2020年）に出演した。
　N響とは、2009年にオラトリオ《天地創造》で初共演。以来、年末のベートーヴェン《第9》公演
をはじめ、共演を重ねている。N響が登場する「東京・春・音楽祭」の「ワーグナー・シリーズ」には第1

回（2010年）から出演。2024年3月、マレク・ヤノフスキ指揮の《トリスタンとイゾルデ》（演奏会形式）で
は強
きょうじん

靭な合唱で存在感を示した。《ファウスト交響曲》でも迫力の合唱を聴かせてくれるだろう。

［柴辻純子／音楽評論家］

東京オペラシンガーズ（男声合唱）

©
M

atthias B
aus 
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　1848年、リストはヨーロッパ中を駆け巡るピアニストとしてのキャリアを終え、ヴァイマール
宮廷劇場の楽長に就任した。ワーグナー作品をはじめとする新作オペラの初演と指揮を
積極的に手がけ、ヴァイマールは当時の先進的な音楽の発信地として重きを成すに至る。
　作曲家としても、リストはエクトル・ベルリオーズに出逢って以来培ってきた、新しい管
弦楽曲の可能性を開拓し、13曲の交響詩、2曲の交響曲を生み出した。《タッソー》は2

作目の交響詩にあたる。1849年はゲーテの生誕100年にあたり、ヴァイマールで上演さ
れたゲーテの戯曲『トルクヴァート・タッソー』の序曲として作曲・初演された（その後1850～

1851年、1854年に改訂）。
　もっとも、リストは、このトルクヴァート・タッソーという16世紀に活躍したイタリアの詩人
が直面した葛藤、精神病を患った点、それらをより劇的に描き出しているバイロン卿の詩
『タッソーの嘆き』からも着想を得たと語っており、ゲーテの戯曲だけに注目していたわ
けではない。リストは本作に「嘆きと勝利 lamento e trionfo」という副題をつけており、
タッソーが代表作『解放されたエルサレム』を書き上げつつも精神的に苦しんだ姿を通
じて、ベートーヴェン的な「苦悩から勝利へ」という概念を、単一楽章という新しいかたち
でまとめあげた。リスト自身は、全体を（苦悩と勝利の2つではなく）3つに分けうる、と説明し
ており、それぞれが詩人ゆかりの地、ヴェネツィア、フェラーラ、ローマに対応している。特
定の出来事よりも巡礼の旅の精神的な遍歴を交響的に描くことによって、独自の標題音
楽の理念を確立させている。

交響詩「タッソー」
リスト

Program Notes│広瀬大介

　19世紀におけるヨーロッパ音楽の諸相を知りたいと思えば、ひとりフランツ・リスト
（1811～1886）の生涯とその業績を追いかければ事足りると云

い

われるほど、この音楽家
の活躍は群を抜いている。一般的には超絶技巧を駆使するピアニストとしてのイメージが
先行しているのだろうが、むしろ、オーケストラ音楽を手がけ始めた以降の後半生が抜
群に面白い。あらゆる土地とひととの縁をつなぎ、次代の音楽をもたらしたリストの実像
が、N響とルイージの手によってあらたに蘇

よみがえ

る。

作曲年代 1847～1849年（その後1850～1851年、1854年に改訂）
初演 1849年8月28日、ヴァイマール、作曲者自身の指揮、ゲーテの戯曲《トルクヴァート・タッソー》の序

曲として
楽器編成 フルート2、ピッコロ1、オーボエ2、クラリネット2、バス・クラリネット1、ファゴット2、ホルン4、トラン

ペット4、トロンボーン3、テューバ1、ティンパニ1、トライアングル、テナー・ドラム、シンバル、大太鼓、
ハープ、弦楽



27NHK SYMPHONY ORCHESTRA, TOKYOPROGRAM C

C

13 &
 14. D

EC
. 2024

　リストがゲーテによる畢
ひつ

生
せい

の大作『ファウスト』への興味を抱いたのは、ベルリオーズによ
る勧めがきっかけだった。1830年、パリでの《幻想交響曲》初演に立ち会ったリストは、
知り合ったばかりのベルリオーズの新作を激賞し、原曲に忠実なピアノ編曲まで作成する
ほどの入れ込みを見せた。おそらくはこの《幻想交響曲》こそが、リストにおける新しい標
題音楽への出発点となり、その理想をいつかは『ファウスト』への付曲で具現化したい、
と想いを巡らせたのではあるまいか（当時は第1部だけが出版されていた。第2部は作家の死の

年、1832年に出版される）。
　『ファウスト』に心奪われたのがリストだけではないことは、音楽史における錚

そう

々
そう

たる作
曲家たちが証明してくれる。そのうちのひとり、リヒャルト・ワーグナーは、1839年、ベルリ
オーズの（《幻想交響曲》ではなく）《ロメオとジュリエット》に感銘を受け、『ファウスト』で交響
曲を書くと決意したが、やがて《リエンツィ》以降のオペラ諸作に時間を奪われ、この構
想は唯一《ファウスト序曲》として結実した。リストはこの序曲を1852年5月11日、ヴァイ
マールで指揮する。ベルリオーズの《ファウストの劫

ごう

罰
ばつ

》にも刺激を受けたリストはいよいよ
長年の懸案を解決すべく作曲にとりかかり、1854年8月から10月のわずか2か月で初稿
が完成。その後、オーケストレーションが拡大され、第3楽章終結部のテノール独唱・合
唱が書き加えられた。
　1857年9月5日、ヴァイマールで初演された際は、ゲーテとシラーを顕彰する記念碑の
除幕式と相まって、大きな熱狂とともに迎えられたという。この作品があらゆる意味での
恩人・ベルリオーズに献呈されたのは、ある意味当然とも言えるだろう。その後も作品に
は手が加えられ、現在演奏される改訂稿が完成したのは1880年のことだった。リストに
とって、本作が特別な意味を持っていたことが偲

しの

ばれる。
　この「交響曲」は、単一楽章を基本とする「交響詩」とは明確に性格を異にしており、そ
の規模も大きい。急緩急の3つの楽章から成るが、もとの作品のストーリーをそのまま追
いかけるというよりは、主要な登場人物、ファウスト、グレートヒェン、メフィストフェレスの3

人をそれぞれの楽章に割り当て、その性格を描くという趣が強い。増三和音の3つの構
成音を半音ずつずらしながら4回用いることで、1オクターヴに含まれる12音をすべて使
いきる第1楽章の主要主題は、ファウストの晦

かいじゆう

渋な性格、あるいはその叡
えい

知
ち

を同時に表
しているのだろう。グレートヒェンの柔らかな主題に彩られた第2楽章は、リストが手がけ
たもっとも美しい楽想のひとつ。これらの主題が戯画的・露悪的に変形する第3楽章に
よって、そのふたりを嘲笑するかのようなメフィストフェレスの活躍が描かれるも（《幻想交響
曲》第5楽章の影響が顕著）、最後に加えられた第2部のクライマックス「神秘の合唱」によっ
て、崇高な大団円へと導かれる。

ファウスト交響曲
リスト
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作曲年代 1854～1857年、1880年改訂稿完成
初演 1857年9月5日、ヴァイマール、作曲者自身の指揮
楽器編成 フルート3（ピッコロ1）、オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン4、トランペット3、トロンボーン3、

テューバ1、ティンパニ1、シンバル、トライアングル、ハープ、オルガン、弦楽、男声合唱、テノール
独唱

Alles Vergängliche
ist nur ein Gleichnis;
das Unzulängliche,
hier wird’s Ereignis;
das Unbeschreibliche,
hier ist es getan;
das Ewigweibliche
zieht uns hinan.

なべて 過ぎ去りしものは
ただ その似姿に過ぎぬ
欠けたるものは
ここに 補われ
筆舌に 尽くしがたきものは
ここに 成就し
永遠なる 女性的なるものが
我らを 高みへと誘

いざな

う

リスト 
ファウスト交響曲 歌詞対訳
Eine Faust-Symphonie in drei Charakterbildern (A Faust Symphony in Three Character Pictures)

詩◎ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ｜Text: Johann Wolfgang von Goethe
訳◎広瀬大介｜Translation: Daisuke Hirose
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Introduction to Classical Music

はじめてのクラシック

サロンの世界で超絶技巧を披露するアイドル･ピアニスト。そんな煌
きら

びやかなイメージのリスト
だが、読書家の一面もあり、文学･哲学･神学、と多くの本を読んでいた。ゲーテ『ファウス
ト』を読んだあとはすっかりファウスト伝説にも魅了され、管弦楽曲《ファウスト交響曲》のほ
かにも、《学生歌》《兵士の歌》といった歌曲、ピアノ曲および管弦楽曲の《メフィスト･ワル
ツ》など、生涯にわたってこの伝説を題材とした作品を書き続けた。

C 2024, DECEMBER
［第2027回］

フ
ァ
ウ
ス
ト
伝
説
に
魅
了
さ
れ
た

フ
ラ
ン
ツ・

リ
ス
ト

F
ra

n
z L

iszt (1811–1886 )

ゲーテ『ファウスト』
ドイツの民間伝説をもとにした、ファ
ウスト博士と悪魔メフィストフェレス
の物語。悪魔に魂を売るも、ファウ
ストは葛藤し、最期は救済される。
リストだけでなく、シューベルトやベ
ルリオーズも、インスパイアされて
作品を残している。この時代の文
化人に多大な影響を与えた古典的
名作、一度読んだら、あなたもハマ
ること間違いなし！？

悪魔メフィストフェレスに
驚くファウスト、もといリスト
イラストレーション：©IKE




